
⾃作出⼒関数 snapshot()の解説 

 
snapshot 関数は、可変⻑引数を受け取
り、現在の⽇時と共にフォーマットされ
たメッセージを標準出⼒に表⽰するもの
です。 
 
使⽤しているライブラリ: 
<stdio.h>: 標準⼊出⼒を⾏うためのライ
ブラリで、fprintf や snprintf などの関
数を提供します。 
<stdarg.h>: 可変⻑引数を処理するため
のライブラリで、va_list、va_start、
va_end などのマクロを提供します。 
<time.h>: 時刻や⽇付を扱うためのライ
ブラリで、time、localtime、strftime な
どの関数を提供します。 
 
 バッファオーバーフローの防⽌:  
vsnprintf や snprintf を使⽤して、指定
したサイズ内に収まるように出⼒を制限
しています。これにより、バッファオー
バーフローを防⽌しています。 
 
 エラーチェック: vsnprintf や snprintf 
の戻り値を確認し、出⼒がバッファサイ
ズを超えた場合やエラーが発⽣した場合
に適切な処理を⾏っています。 
 可変⻑引数の処理: va_list、va_start、
va_end を使⽤して可変⻑引数を適切に処
理しています。これにより、柔軟な引数
の受け渡しが可能となっています。 
 
 


